
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者

・日
野
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

・日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、日
本
国

憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体

を
結
成
し
、ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

　

第
１
次
試
験
合
格
者
は
、第
２
次
試
験

を
実
施
し
ま
す
。詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
受
け
付
け
期
間
は
組
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
た
期

間
か
ら
延
長
し
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
担
当

　

☎
０
７
４
８-
５
２-

６
５
０
０

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
民
間
の
人
た
ち

が
、地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、人

権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、人

権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

日
野
町
で
は
５
人
の
人
権
擁
護
委
員

さ
ん
が
、小
学
校
で
人
権
教
室
を
開
催

さ
れ
た
り
、電
話
や
自
宅
、よ
ろ
ず
相
談

（
月
１
回
）等
で
各
種
相
談
を
受
け
た
り

し
て
お
ら
れ
ま
す
。町
の
人
権
擁
護
委

員
さ
ん
へ
の
相
談
は
、直
接
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

相
談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

● 

企
画
振
興
課 

企
画
人
権
担
当 

☎︎
０
７
４
８-

５
２-

６
５
５
２

身近な人権擁護委員さん
気 軽 に 相 談

氏　

名

住　

所

電
話
番
号

野の
ぐ
ち口 

定さ
だ
い
ち一

増
田

☎
０
７
４
８-

５
２-

３
９
７
８

奥お
く
い井 

悦え
つ
こ子

上
迫

☎
０
７
４
８-

５
２-

２
７
９
７

安あ
ん
ど
う籘 

貢こ
う
こ子

西
大
路

☎
０
７
４
８-

５
２-

２
７
２
８

加か
と
う 

和か
ず
ゆ
き幸

野
出

☎
０
７
４
８-

５
３-

０
０
０
４

町ま
ち
だ田 

眞ま

さ

こ
佐
子

松
尾

☎
０
７
４
８-

５
２-

０
４
５
６

食
育
は
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
、大
人
に
と
っ
て

も
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立
つ
も
の
で
す
。食
育

月
間
に
、毎
日
の
食
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。日
野
町
食
育
計
画
で
は
、「
野
菜
も
う一皿
運
動
」

「
野
菜
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」の
推
進
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

野
菜
を
１
日
３
５
０ｇ（
緑
黄
色
野
菜
は
１
２
０

ｇ
以
上
）摂
取
し
ま
し
ょ
う
！

～
１
回
の
目
安
量
は
約
１
２
０ｇ
で
す
～

両
手
で
覚
え
る
野
菜
の
量

①
目
安
は
、緑
黄
色
野
菜
40
ｇ
・淡
色
野
菜
80
ｇ
で
す

・生
の
状
態
：
手
を
広
げ
乗
せ
た
分
量
が
１
２
０ｇ

・加
熱
し
た
状
態
：
カ
サ
が
減
る
為
、片
手
に
１
杯
程
度

②
き
の
こ
や
海
藻
も
野
菜
と一緒
に
し
っ
か
り
食
べ
ま

し
ょ
う

６
月
は
食
育
月
間 

毎
月

１９
日
は
食
育
の
日
で
す

●
緑
黄
色
野
菜

小
松
菜
・・・・・・・
１
／
４
束

ほ
う
れ
ん
草
・・・
１
／
２
束

に
ん
じ
ん
・・・・・・・
小
１
本

ピ
ー
マ
ン
・・・・・・・
小
５
個

ト
マ
ト
・・・・・・・・・・
小
１
個

に
ら
・・・・・・・・・・・・・・・１
束

青
梗
菜
・・・・・・・・・・・・１
株

か
ぼ
ち
ゃ
・・・・・
１
／
10
個

オ
ク
ラ
・・・・・・・・・・・

10
本

●
淡
色
野
菜

き
ゅ
う
り
・・・・・・・・・・・
１
本

な
す
・・・・・・・・・・・・・・
中
１
個

レ
タ
ス
・・・・・・・
小
１
／
２
個

も
や
し
・・・・・・・・・１
／
２
袋

た
ま
ね
ぎ
・・・・
中
１
／
２
個

大
根（
根
）・・・
３
～
４㎝
の
厚
さ

セ
ロ
リ
・・・・・・・・・・・・・・
１
本

ね
ぎ(

根
菜
）・・・・・・・・・
１
本

た
け
の
こ
・・・・・・・１
／
４
本

お
皿
の
数
で
把
握
す
る
野
菜
の
量

●
５
皿
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う

●
小
鉢
、野
菜
ス
ー
プ
、野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、生
野
菜
は

１
皿

●
野
菜
炒
め
、煮
物
な
ど
は
加
熱
に
よ
り
カ
サ
が
減

る
為
、２
皿

～
１
０
０ｇ
当
た
り
の
目
安
量
～

　
上　
級

行
政
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

４
名

【
受
験
資
格・年
齢
】 
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
受
付
期
間
】 

６
月
24
日（
金
）ま
で

【
第
１
次
試
験
】 

７
月
24
日（
日
） 
教
養
試
験・専

門
試
験

【
最
終
結
果
】 

９
月
中
旬

　
初　
級

保
育
士・教
諭
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

２
名

【
受
験
資
格・年
齢
】 

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、保
育

士
資
格
か
つ
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方（
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
保
育
士
資
格
か
つ
幼
稚

園
教
諭
免
許
取
得
見
込
の
あ
る
方
を
含
む
）

保
健
師
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１
名

【
受
験
資
格・年
齢
】 

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、保
健

師
免
許
を
有
す
る
方（
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

に
保
健
師
免
許
取
得
見
込
の
あ
る
方
を
含
む
）

社
会
福
祉
士
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１
名

【
受
験
資
格・年
齢
】 

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、社
会

福
祉
士
資
格
を
有
し
、か
つ
社
会
福
祉
士
と
し
て

相
談
業
務
経
験
を
１
年
以
上
有
す
る
方

【
受
付
期
間
】 

７
月
19
日（
火
）か
ら
８
月
19
日

（
金
）ま
で

【
第
１
次
試
験
】 

９
月
18
日（
日
） 

教
養
試
験

【
最
終
結
果
】 

10
月
下
旬

　

上
級
・
初
級
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・成
年
被
後
見
人
お
よ
び
被
保
佐
人

・禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
執
行
を
終
わ

事
務
、技
術
、農
業
、農
業
土
木
、林
業

【
受
付
期
間
】 

６
月
20
日（
日
）か
ら
６
月
29
日

（
水
）ま
で（
通
信
日
付
印
有
効
）

【
第
１
次
試
験
】 

９
月
４
日（
日
）

【
試
験
地
】 

京
都
市
、大
阪
市
な
ど

受
験
資
格
の
詳
細
は
、人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
近
畿
事
務
局 

試
験
第
二
係

　

☎
０
６-

４
７
９
６-

２
１
９
１

来
春
採
用
の
日
野
町
職
員
募
集

平
成
28
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
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女
性
の
職
場
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
す
る

女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行

輝
く
み
ん
な
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

（
第
２
回
日
野
の
男
女
共
同
参
画
ふ
ぉ
と
コ
ン
テ
ス
ト
）

平
成
２７
年
８
月
に
、働
く
こ
と
を
望
む

女
性
が
働
き
や
す
く
、出
産
後
も
介
護
中

で
も
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
に
、「
女
性
活
躍
推
進
法（
女

性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
）」が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
り
、国
と
地
方
公
共
団

体
、３
０
１
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す

る
事
業
主
は
、平
成
２８
年
４
月
か
ら

①
自
社
の
女
性
の
活
躍
状
況
の
把
握・

　

課
題
分
析

②
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定・届
出

③
情
報
公
表
な
ど

　
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
事
業
主
行
動
計
画
は
、

・
女
性
の
積
極
的
採
用
に
関
す
る
取
り

組
み

・配
置
、育
成
、教
育
訓
練
に
関
す
る
取
り

組
み

・継
続
就
業
に
関
す
る
取
り
組
み

・
長
時
間
労
働
是
正
な
ど
働
き
方
の
改

革
に
向
け
た
取
り
組
み

・女
性
の
積
極
登
用
、評
価
に
関
す
る
取

り
組
み

・
雇
用
形
態
や
職
種
の
転
換
に
関
す
る

取
り
組
み（
パ
ー
ト
等
か
ら
正
規
雇
用

へ
、一般
職
か
ら
総
合
職
へ
等
）

・
女
性
の
再
雇
用
や
中
途
採
用
に
関
す

る
取
り
組
み

作
品
テ
ー
マ

家
族
で
育
児
や
家
事
を
し
て
い
る
写
真
、

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
写
真
な
ど
、男
女

が
協
力
し
、一
緒
に
イ
キ
イ
キ
と
活
動
し
て

い
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

①
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
用
紙

（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
）と
プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
を
応
募

先
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

②
メ
ー
ル
で
必
要
事
項
を
入
力
の
上
、

写
真
を
添
付
し
て
応
募
先
ア
ド
レ
ス
ま
で

送
付
。

必
要
事
項

・応
募
者
氏
名

・郵
便
番
号
、住
所

・連
絡
先
電
話
番
号

・作
品
タ
イ
ト
ル

・作
品
エ
ピ
ソ
ー
ド（
１
０
０
字
以
内
）

応
募
締
切

平
成
２８
年
９
月
１５
日（
木
）

賞
品・展
示

・入
賞
者
に
は
、賞
状
と
副
賞（
図
書
券
）

を
贈
呈
し
ま
す

・応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

・入
賞
作
品
は
、日
野
町
立
図
書
館
に
て

展
示
し
ま
す

・
性
別
役
割
分
担
意
識
の
見
直
し
等
職

場
風
土
改
革
に
関
す
る
取
り
組
み

な
ど
、女
性
の
活
躍
の
た
め
に
解
決
す
べ

き
課
題
に
対
応
す
る
効
果
的
取
り
組
み
等

を
、自
社
の
課
題
に
あ
わ
せ
て
選
択
し
、規

定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の「
女
性
活
躍
推
進
法
」は
、女
性
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、同
時
に
男
性
の
家

事・育
児・介
護
等
の
参
加
の
促
進
も
呼
び

か
け
て
い
る
法
律
で
す
。男
女
と
も
、仕
事
、

家
事
、育
児
、介
護
等
が
一
方
に
偏
る
こ
と

の
な
い
、無
理
な
く
生
活
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

応
募
規
程

・カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話
、ス
マ
ホ
の
カ
メ

ラ
機
能
で
撮
影
し
た
写
真

・メ
ー
ル
の
場
合
、２
Ｍ
ｂ
程
度
ま
で
の

電
子
デ
ー
タ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

・作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、合
成
、

加
工
は
不
可
と
し
ま
す

応
募
資
格

・日
野
町
内
在
住
、ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人

注
意
事
項

・
作
品
に
つ
い
て
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

十
分
配
慮
し
、必
ず
本
人（
被
写
体
）の

承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い

・応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
tow

n.shiga-hino.lg.jp

企
画
振
興
課
企
画
人
権
担
当

☎
０
７
４
８-

５
２-

６
５
５
２

今
年
度
の
広
報
ひ
の
で
は
、男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
の
記
事
を
随
時
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
で一緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆6月23日～29日は「男女共同参画週間」です。…男女共同参画社会の実現のためにみんなで力を合わせましょう。

平
成
２７
年
度
最
優
秀
作
品

題
名
：『
寺
尻
と
ボ
ク
等
と
時
々
オ
ト
ン
』
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